
    
設
立
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

滉 

こ
こ
に
掲
載
す
る
詩
は
、
「
や
な
せ 

た
か
し
」
と
い
う
方
で
、
高

知
県
生
ま
れ
で
東
京
高
等
工
芸
学
校
図
案
科
卒
業
で
、
漫
画
家
で
あ

る
と
同
時
に
童
話
画
家
で
あ
り
、
詩
人
で
も
あ
る
作
家
で
す
。
昭
和

四
八
年
、
絵
本
『
あ
ん
ぱ
ん
ま
ん
』
を
刊
行
。
月
刊
『
詩
と
メ
ル
ヘ

ン
』
を
責
任
編
集
し
創
刊
。
昭
和
六
三
年
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
シ
リ

ー
ズ
の
絵
本
の
人
気
が
高
ま
り
、『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
と

し
て
ア
ニ
メ
化
。
そ
の
ほ
か
に
『
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
』
の
作
詞
で

も
知
ら
れ
、
平
成
二
五
年
、
九
十
四
才
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
高

齢
化
し
て
い
く
過
程
で
の
自
分
に
起
き
て
い
る
心
身
の
変
化
を
詩
に

表
現
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
興
味
深
く
感
じ
ま
す
。 

 

〈
老
後
の
楽
し
み
〉 

足
が
弱
く
て 

す
ぐ
こ
ろ
ぶ 

耳
は
遠
い
し 

眼
は
か
す
む 

ま
い
に
ち
あ
ぶ
な
い 

つ
な
わ
た
り 

決
死
の
冒
険 

サ
ス
ペ
ン
ス 

こ
れ
ぞ 

老
後
の 

お
た
の
し
み 

〈
オ
イ
ル
〉 

老
い
る
と
オ
イ
ル
が 

不
足
す
る 

何
を
す
る
に
も 

ギ
ク
シ
ャ
ク 

ガ
タ
ピ
シ 

金
属
疲
労
の 

限
界
だ
が 

天
命
つ
き
る 

そ
の
日
ま
で 

あ
く
せ
く 

ア
ク
セ
ル 

踏
み
込
ん
で 

ま
ま
よ
大
た
ん 

ひ
た
走
る 

 

今
年
も
望
洋
荘
や
せ
ん
し
ょ
う
苑
を
取
り
巻
く
皆
様
方
の
御
支
援

で
無
事
年
の
瀬
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
当
法

人
「
り
ん
さ
く
福
祉
会
」
も
設
立
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回

も
、
こ
の
一
年
間
の
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
便
り
の
巻
頭
言
の
タ

イ
ト
ル
を
列
挙
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
私
共
職
員
の
理
念
を
些
か

な
り
と
も
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

（
百
四
十
五
）
せ
ん
し
ょ
う
苑
開
設
、
初
の
百
歳
誕
生 

岡 

幸
さ
ん
を
祝
う 

（
百
四
十
六
）
ぬ
く
も
り
は
言
葉
を
超
え
て
ー
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
偉
大
な
力
― 

（
百
四
十
七
）
鈴
木
一
男
様
の
百
一
歳
を
祝
う 

（
百
四
十
八
）
春
三
月
、
百
寿
を
迎
え
た
阿
部
様
、
財
津
様
、
山
崎
様
を
祝
う 

（
百
四
十
九
）
心
電
図
検
査
を
定
期
的
に
―
こ
わ
い
不
整
脈
― 

（
百
五
十 

）
フ
レ
イ
ル
と
サ
ル
コ
ぺ
ニ
ア
―
老
い
と
と
も
に
― 

（
百
五
十
一
）
耳
が
遠
く
な
っ
た
気
が
す
る
、
耳
鳴
り
が
す
る 

（
百
五
十
二
）
福
祉
―
介
護
と
医
療 

（
百
五
十
三
）
八
月
、
お
盆
の
時
期
を
迎
え
て
―
日
本
人
と
死
生
観
― 

（
百
五
十
四
）
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
で
『
親
切
』
の
で
き
る
範
囲 

（
百
五
十
五
）
開
業
医
に
お
け
る
老
人
医
療
と
危
機
管
理
―
そ
の
一 

（
百
五
十
六
）
開
業
医
に
お
け
る
老
人
医
療
と
危
機
管
理
―
そ
の
二 
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お茶会 
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十
二
月
十
九
日
に
、
望
洋
荘
・
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
で
お
茶
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ユ
ニ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
と
栄
養
士
で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。
果
物
な
ど
と
一
緒
に

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
最
後
は
あ
ん
こ
で
締
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

望洋荘 



                         

                         

                         

せ
ん
し
ょ
う
苑
で
、
十
二
月
二
五
日
に
み
ま
や
広
場
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
催
し
ま
し
た
。 

職
員
の
顔
の
福
笑
い
や
歌
な
ど
で
、
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
に
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

せんしょう苑 クリスマス会 
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【
せ
ん
し
ょ
う
苑
】 

島 
 

 

チ
ヨ
子 

様 
 

九
一
歳 

一
月 
二
〇
日 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

竹
内 

 

シ
ゲ
子 
様 

 

八
九
歳 

一
月 

二
三
日 
み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

山
田 

 

ス
ヱ 

 

様 
 

八
七
歳 

一
月 

十
三
日 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

濱
地 

 

ト
モ
子 

様 
 

八
二
歳 

一
月 

十
五
日 

み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト 

吉
田 

 

喜
和
子 

様 
 

五
九
歳 

一
月 

二
八
日 

み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト 

 

【
望
洋
荘
】 

野
崎 

 

フ
ミ 

 

様 
 

九
八
歳 

一
月 

 

二
日 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

佐
藤 

 

芳
子 

 

様 
 

九
六
歳 

一
月 

 

二
日 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

目
黒 

 

サ
ダ
ヨ 

様 
 

九
五
歳 

一
月 

二
三
日 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

渡
邉 

 

ツ
ル 

 

様 
 

九
五
歳 

一
月 

二
八
日 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

星
野 

 

葉
子 

 

様 
 

九
〇
歳 

一
月 

一
八
日 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

藁
谷 

 

花
子 

 

様 
 

八
九
歳 

一
月 

 

五
日 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

新
妻 

 

元
子 

 

様 
 

八
九
歳 

一
月 

一
〇
日 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

布
川 

 

房
子 

 

様 
 

八
六
歳 

一
月 

二
一
日 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

鈴
木 

 

信
子 

 

様 
 

八
六
歳 

一
月 

二
八
日 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

 

一
月
お
誕
生
日
の
皆
さ
ん 

編
集
後
記 

『
望
洋
荘
・せ
ん
し
ょ
う
苑 

便
り
』 

平
成
二
十
八
年 

十
二
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

 
 
 
   

 
 
 
 

望

洋

荘 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）５
５
‐
７
３
７
３ 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）３
８
‐
６
３
３
１ 
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勉強会 
 

望
洋
荘
で
十
二
月
二
十
一
日
に
勉
強
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
講
師
は
協
力
医
療
機
関
で

も
あ
る
平
井
歯
科
医
師
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。 

 

講
義
は
、
嚥
下
機
能
や
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
、
加
齢
に
よ
る
機
能
低
下
と
し
て
重
要
な
内
容

で
あ
る
た
め
、
職
員
も
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
受
講
し
、
日
々
の
ケ
ア
に
役
立
て
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。 

望洋荘 


